




















区は、中学校 1 校、小学校 3 校で構成されており、各小学校区の特性もさまざまである。








































現状と課題　平成 27 年度入学生（平成 27 年 12 月調査）を対象に











 肯定的回答 84％…全国調査結果 83％


















































































































































































































































































あいトーク」とは、地域の大人 90 名と生徒 90
名が体育館に向かい合って輪を作り、設定され
たテーマについて 1 人 1 分ずつ交互に話し、一 図 2-3　「私にとって『働く』とは何か」
私にとって「働く」とは何か？
事前 事後
肯 お金が稼げる・ボーナスがもらえる・頑張った分給料がもらえる 31 23
肯 楽しい・疲れるけど楽しい 18 35
肯 生きていくため 11 7
肯 面白い・面白そう 5 8
肯 達成感・終わるとすっきりする 5 1
肯 人と関わる・人との関わりが楽しい・人と交流する・コミュニケーション 4 13
肯 仕事仲間ができる・仲良くなる・出会い・友だちができる 2 7
肯 大切 2 4
肯 自分の家族を養う・家族を守る 2 3
肯 誰かのためにすること・人のために働く 2 1
肯 やりがいがある 1 11
肯 みんなで協力・助け合う・人と人とが支え合う 1 7
肯 責任・責任感がある 1 3
肯 一所懸命にやる 1 1
肯 笑顔になれる・スマイル 1 1


























否 ストレス 10 2







否 眠くなる 3 4
否 イライラしやすくなる 3
否 楽しくない 2 4
否 だるい 2 2
否 休みが無さそう 2
否 辛い 1 1
































































人づくり 21 世紀委員会、栗陵中学校 PTA 本部に多大な協力をいただいた。





























































































的で行っている。データは、本実践に取り組んだ平成 27 年度入学生（現在の中学 3 年生）の
ものと、比較対象として平成 25 年度入学生（現在の高校 2 年生）のもの、そして平成 28 年度









3 年生時（平成 29 年 7 月）には 63.8％に上昇した。平成 25 年度入学生（2 年生時 32.4％）と
比較しても、肯定的な度合いが大きいことがわかる。
　また、次頁図 3-2 は、「あなたはみんなの発言や発表などを、先生が取り上げながら進める


















「どちらかといえばよいと思う」の肯定的な回答は、全国平均が 84.2％なのに対し、平成 27 年
度入学生の 3 年生時（平成 29 年 7 月）で 95.0％、平成 25 年度入学生の 2 年生時（平成 26 年
11 月）で 95.4％と、共に全国平均を上回っている。
　また、「授業中に『わかった』『できた』と思うこと」については、全国平均が 86.5％なのに
対し、平成 27 年度入学生の 3 年生時（平成 29 年 7 月）で 83.8％、平成 25 年度入学生の 2 年






















































































































































　「ほとんどしない」という回答は、全国平均が 18.2％なのに対し、平成 27 年度入学生の 1
年生時（平成 27 年 12 月）で 31.5％、3 年生時（平成 29 年 7 月）で 38.5％と増加しており、








成 27 年 12 月）で 59.6％、3 年生時（平成 29 年 7 月）で 65.4％と増加しており、平成 25 年度
















































































































































均で 36.4％なのに対し、平成 27 年度入学生の 1 年生時（平成 27 年 12 月）で 54.5％であった
のが、3 年生時（平成 29 年 7 月）で 38.5％と減少しており、全国平均並みに学習塾や家庭教
師を利用する生徒が増えたことがわかった。平成 25 年度入学生の場合、1 年生時（平成 25 年
12 月）で 58.0％、2 年生時（平成 26 年 11 月）で 55.5％と比べると、例年になく通塾率が上昇
したことがわかる。
　なお、上の表は、平成 29 年 7 月の「家庭学習時間」と「学習塾（家庭教師）で勉強」につ
いて、結果をクロス集計したものである。相関係数は 0.478［5］ であり、中程度の相関がある。
　学習塾（家庭教師）で「週に 5 日以上」「3～4 日以上」と回答した生徒のうち、家庭で学習
























④ 30 分以内 ⑤ほとんどしない
① 週に 5 日以上 12.5 37.5 37.5 12.5 0.0
② 週に 3～4 日以上 20.0 26.7 20.0 26.7 6.7
③ 週に 1～2 日以上 0.0 19.2 15.4 11.5 53.8












































［1］ 指定都市教育研究所連盟「第 18 次共同研究　調査結果集計表」2017.12.26
 http://www.sec.sapporo-c.ed.jp/product/pdf/sitei/shiteitoshi18kekka.pdf
［2］  中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」（平成 23
年 1 月 31 日）pp.25-26　2017.12.26








［4］  前掲［1］。なお、図 3-1～6 の値は少数第 2 位以下を四捨五入しており、それらの加算値はあえて
100％になるよう調整変更を行っていない。また、ｎ値は調査時の出席者数によって異なっている。
［5］ 相関係数はピアソンの積率相関係数にて算出した。
 大塚雄作「改訂版　社会調査の基礎」（日本放送出版協会）p.125　2001.3
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